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１ はじめに



4１ はじめに

佐賀県教育委員会では、児童生徒の学習状況を把握・分析し、

児童生徒の教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てること

を目的に、佐賀県小・中学校学習状況調査を行っています。

また、全国学力・学習状況調査の結果と一体的に分析すること

で、各学校における学力向上に向けた検証改善サイクルの確立

につなげています。
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令和６年度
学校における
学力向上の
検証改善サイクル

【令和６年４月１８日】

全国学力・学習状況調査

小６・中３

佐賀県小・中学校学習状況調査

小５・中２

（評価シート）

１ はじめに

検証改善サイクルを
確立・機能させるこ
とにより、児童生徒
の学力向上を図りま
しょう。



２ 調査結果の概要



7２ 調査結果の概要

年度 目標値 県平均正答率

Ｒ６ 64.4 ％ 60.8 ％

Ｒ５ 67.3 ％ 67.4 ％

小５国語

《教科全体》

佐賀県小・中学校学習状況調査（県調査）

※目標値･･･学習指導要領に示された内容について、標準的な時間をかけて
学んだ場合、正答できることを期待した児童生徒の割合

－3.6

＋0.1

目標値との差
（県平均正答率－目標値）

Ｒ６の県平均正答率は、目標値を3.6ポイント下回った。
また、Ｒ５は目標値を上回ったが、Ｒ６は目標値を下回った。



8２ 調査結果の概要

《観点別》

小５国語

佐賀県小・中学校学習状況調査（県調査）

知識・技能

年度 目標値 県平均正答率

Ｒ６ 65.8 ％ 62.4 ％

Ｒ５ 68.2 ％ 69.9 ％

－3.4

＋1.7

目標値との差
（県平均正答率－目標値）

Ｒ６の県平均正答率は、目標値を3.4ポイント下回った。
また、Ｒ５は目標値を上回ったが、Ｒ６は目標値を下回った。



9２ 調査結果の概要

《事項別》

小５国語

佐賀県小・中学校学習状況調査（県調査）

Ｒ６の県平均正答率は、全ての事項で全国平均正答率を下回った。
しかし、Ｒ５と比べると、「言葉の特徴や使い方に関する事項」「我が国の言語文
化に関する事項」で改善が見られた。

事項 年度 全国平均正答率 県平均正答率

⑴ 言葉の特徴や使
い方に関する事項

Ｒ６ 65.3 % 64.6 %

Ｒ５ 70.4 % 69.6 %

⑵ 情報の扱い方に
関する事項

Ｒ６ 52.6 % 46.0 %

Ｒ５ 68.4 % 66.4 %

⑶ 我が国の言語文
化に関する事項

Ｒ６ 74.9 % 73.0 %

Ｒ５ 90.5 % 83.0 %

全国平均正答率
との差

（県平均正答率
－全国平均正答率）

－0.7

－0.8

－6.6

－2.0

－1.9

－7.5

※県調査の全国平均正答率は、調査に参加している児童生徒（各教科約10万人）の平均正答率



10２ 調査結果の概要

《観点別》

小５国語

佐賀県小・中学校学習状況調査（県調査）

思考・判断・表現

年度 目標値 県平均正答率

Ｒ６ 60.7 ％ 56.1 ％

Ｒ５ 63.0 ％ 62.0 ％

－4.6

－1.0

目標値との差
（県平均正答率－目標値）

Ｒ６の県平均正答率は、目標値を4.6ポイント下回った。
また、Ｒ５と比べると、目標値との差が大きくなった。



11２ 調査結果の概要

《領域別》

小５国語

佐賀県小・中学校学習状況調査（県調査）

領域 年度 全国平均正答率 県平均正答率

Ａ 話すこと・
聞くこと

Ｒ６ 66.7 % 59.4 %

Ｒ５ 73.0 % 71.0 %

Ｂ 書くこと
Ｒ６ 61.7 % 53.1 %

Ｒ５ 54.9 % 50.9 %

Ｃ 読むこと
Ｒ６ 61.1 % 55.3 %

Ｒ５ 73.3 % 68.5 %

－7.3

－2.0

－8.6

－4.0

－5.8

－4.8

全国平均正答率
との差

（県平均正答率
－全国平均正答率）

Ｒ６の県平均正答率は、全ての事項で全国平均正答率を下回った。
また、Ｒ５と比べると、全国平均正答率との差が大きくなった。

※県調査の全国平均正答率は、調査に参加している児童生徒（各教科約10万人）の平均正答率
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全国学力・学習状況調査（全国調査）

２ 調査結果の概要

※全国調査の教科全体の県平均正答率は、文部科学省から整数で提供されています。

小６国語
《教科全体》

全国平均正答率との差
（県平均正答率

－全国平均正答率）

－1.7

年度
全国

平均正答率
県

平均正答率

Ｒ６ 67.7 ％ 66 ％

Ｒ５ 67.2 ％ 68 ％ ＋0.8

Ｒ６の県平均正答率は、全国平均正答率を1.7ポイント下回った。
また、Ｒ５は全国平均正答率を上回ったが、Ｒ６は全国平均正答率を下回った。
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Ｒ６の県平均正答率は、全国平均正答率を0.7ポイント下回った。
また、Ｒ５は全国平均正答率を上回ったが、Ｒ６は全国平均正答率を下回った。

２ 調査結果の概要

小６国語
《観点別》

全国学力・学習状況調査（全国調査）

知識・技能

－0.7

年度
全国

平均正答率
県

平均正答率

Ｒ６ 69.8 ％ 69.1 ％

Ｒ５ 68.9 ％ 69.6 ％ ＋0.7

全国平均正答率との差
（県平均正答率

－全国平均正答率）



14２ 調査結果の概要

《事項別》

小６国語

参考として、Ｒ６全国調査とＲ５県調査を対全国比で比べると、「情報の扱い方
に関する事項」「我が国の言語文化に関する事項」で改善が見られた。

事項
Ｒ５県調査
対全国比

Ｒ６全国調査
対全国比

⑴ 言葉の特徴や使
い方に関する事項

0.99 0.99

⑵ 情報の扱い方に
関する事項

0.97 0.99

⑶ 我が国の言語文
化に関する事項

0.92 0.97

Ｒ５調査対全国比
との差

（Ｒ６全国調査対全国比
－Ｒ５県調査対全国比）

0.00

＋0.02

＋0.05

全国学力・学習状況調査（全国調査）

※全国調査には目標値が設定されていないため、対全国比（県平均正答率÷全国平均正答率）での比較
※県調査の全国平均正答率は、調査に参加している児童生徒（各教科約10万人）の平均正答率



15２ 調査結果の概要

小６国語
《観点別》

全国学力・学習状況調査（全国調査）

思考・判断・表現

－2.6

年度
全国

平均正答率
県

平均正答率

Ｒ６ 66.0 ％ 63.4 ％

Ｒ５ 65.5 ％ 65.9 ％ ＋0.4

全国平均正答率との差
（県平均正答率

－全国平均正答率）

Ｒ６の県平均正答率は、全国平均正答率を2.6ポイント下回った。
また、Ｒ５は全国平均正答率を上回ったが、Ｒ６は全国平均正答率を下回った。

ｖ



16２ 調査結果の概要

《領域別》

小６国語

参考として、Ｒ６全国調査とＲ５県調査を対全国比で比べると、
「書くこと」「読むこと」で改善が見られた。

領域
Ｒ５県調査
対全国比

Ｒ６全国調査
対全国比

Ａ 話すこと・
聞くこと

0.97 0.95

Ｂ 書くこと 0.93 0.97

Ｃ 読むこと 0.93 0.96

Ｒ５調査対全国比
との差

（Ｒ６全国調査対全国比
－Ｒ５県調査対全国比）

－0.02

＋0.04

＋0.03

全国学力・学習状況調査（全国調査）

※全国調査には目標値が設定されていないため、対全国比（県平均正答率÷全国平均正答率）での比較
※県調査の全国平均正答率は、調査に参加している児童生徒（各教科約10万人）の平均正答率



17２ 調査結果の概要

小学校国語科において

第５学年では、令和５年度の調査結果と比べると、以下の点において、

改善が見られた。

○ 事項別の県平均正答率（「言葉の特徴や使い方に関する事項」

「我が国の言語文化に関する事項」）

第６学年では、令和５年度の県調査結果と比べると、以下の点において、

改善が見られた。

○ 事項別の県平均正答率（「言葉の特徴や使い方に関する事項」

「我が国の言語文化に関する事項」）

○ 領域別の県平均正答率（「書くこと｣｢読むこと」）



３ 成果が見られた設問



19３ 成果が見られた設問

♢ 必要なことを記録しながら聞き、話し手が伝えたいことの

中心を捉えることができる。

♢ 情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句

との関係の表し方を理解し使うことができる。



４ 課題が見られた設問



21４ 課題が見られた設問

♦ 叙述を基に文章の内容を捉えることができる。

♦ 目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関係付けたりして、
伝え合う内容を検討することができる。

♦ 登場人物の気持ちについて、叙述を基に捉えることができる。

♦ 登場人物の相互関係や心情などについて、描写を基に捉えることが
できる。

〈Ｒ５県調査及び全国調査で見られた共通の課題〉
♦ 目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を

見付けることができる。
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指導改善のポイント

叙述を基に文章の内容を捉えることができるようにするために
は、次のような指導改善を行うことが大切です。

□ 考えとその事例、結論とその理由といった関係に着目し、書き
手の考えがどのような理由によって説明されているのか、どのよ
うな事例によって具体化されているのかなどを、叙述を基に正確
に捉える学習活動を設定する。

□ 「このようなことから」「なぜかというと」などの指示する語
句や接続する語句を基に、文相互の関係、段落相互の関係をつか
む学習活動を設定する。

４ 課題が見られた設問
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指導改善のポイント

４ 課題が見られた設問

目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関係付けたりして、
伝え合う内容を検討することができるようにするためには、次のよ
うな指導改善を行うことが大切です。

□ 「これだけは伝えたいこと」「質問があれば答えること」など、
話す内容について具体的に考え、関係する材料を整理する学習活動
を設定する。

□ 伝え合う際の状況を想定して、話す内容に合わせて即興的に分か
りやすく伝えられるよう、必要に応じて提示する資料を検討する学
習活動を設定する。
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指導改善のポイント

登場人物の相互関係や心情などについて、叙述を基に捉えたり、
描写を基に捉えたりすることができるようにするためには、文学的
な文章において、次のような指導改善を行うことが大切です。

□ 物語全体を見通して、複数の叙述を基に行動や気持ちなどを捉
えたり、複数の描写を結び付けて心情の変化などを捉えたりする
学習活動を設定する。

□ 語彙の指導との関連を図り、語句の量を増したり、語句のまとまり
や関係、構成や変化について理解したりする学習活動を設定する。

４ 課題が見られた設問



25４ 課題が見られた設問

授業アイディア例
言語活動：「ごんぎつね」を読んで、心に残ったことを交流する。

〔物語全体を見通して、複数の叙述を基に行動や気持ちを捉える場面〕

物語全体を通して内容を確かめます。まずは、
ごんの行動が分かるところを見付けましょう。

始めは、いたずらばかりしていたごん
だったけど…行動が変わっているよう
です。会話や地の文ではどうかな。

一の場面では、「いたずらばかりしま
した。」と書いてあります。

三の場面では、ごんは、「兵十の家に
いわしを投げこんで」います。

三の場面の後半では、「つぎの日も、
そのつぎの日も、ごんは栗をひろって
は、兵十のうちへ もって来てやりまし
た。」と書いてあります。

【児童が見付けた箇所を示した掲示例 ※新見南吉作「ごんぎつね」青空文庫より】

教師

児童Ａ

児童Ｂ

児童Ｃ

登場人物の行動の背景には、そのときの、あるいはその行動に至る
までの気持ちがある場合が多いです。物語全体を見通し、行動や
会話、地の文などの叙述を基に気持ちを捉えるようにしましょう。

児童Ａ



26４ 課題が見られた設問

授業アイディア例 〔 語彙 の指導との関連を図りながら登場人物の気持ちの変化を想像する場面〕

見付からないようにするときに使います。

始めは、投げ込んだのに、こっそり 中へ
入ったのはどのような気持ちからだろう。

「こっそり」とはどのようなときに使う言葉ですか。

こっそりという言葉から、見付かりたく
はないけど、中に入って、自分が栗をあ
げていたことを兵十に気付いてほしい気
持ちもあったのではないかなと思います。

変
化

【児童Ｄが教科書に書き込んでいる例】

三の場面のごんは「兵十の家の裏口から
いわしを投げ込んで」いたのに、六の場
面では「家の裏口から、こっそり 中へ
はいりました。」と書かれているので気
持ちが変化していると思います。

言語活動：「ごんぎつね」を読んで、心に残ったことを交流する。

教師

児童Ｄ

～児童Ｄが教科書に書き込んだことを示しながら話している～

児童Ｄ

児童Ａ

「様子や行動、気持ちや性格を表す語句」を捉えるなど、語彙の
指導との関連を図ることで、場面の移り変わりと結び付けて登場
人物の気持ちの変化を具体的に想像できるようにしましょう。

児童Ｃ

児童Ｂ



27４ 課題が見られた設問

授業アイディア例 〔文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、交流する場面〕

私は、六の場面の兵十の気持ちの変化が
心に残りました。始めは、ごんのことを
「ごん狐め」と呼んでいたけど、最後は
「ごん」と呼んでいます。そこから、兵
十は、始め、ごんを恨んでいたけど、ご
んの優しさに気付いて、最後は、感謝し
ていると思うからです。

ぼくも、六の場面です。「兵十は、火縄
じゅうをばたりと、とり落しました。」の
取り落とすという言葉は兵十が後悔してい
る気持ちを表しているように感じました。

私は、同じ所の 取り落とすという言葉か
ら、兵十の悲しい気持ちを感じました。で
も、Ｂさんの言うように感謝の気持ちも…

【児童Ｄが教科書に書き込んでいる例】

言語活動：「ごんぎつね」を読んで、心に残ったことを交流する。

児童Ｂ

児童Ｄ

【児童Ｂが教科書に書き込んでいる例】

変
化

児童Ｂ 児童Ｄ

～教科書に書き込んだ箇所を示しながらグループで交流している～

児童Ｃ

叙述を基に内容を捉え、具体的に想像して、感じたことや考えた
ことを基に交流します。同じ文章を読んでも、一人一人の感じ方
に違いがあることに気付くとともに、互いの感じたことや考えた
ことを理解し、他者の感じ方のよさに気付くことが大切です。



５ 同一児童の経年比較
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参考として、対全国比で比べると、上記の事項及び領域で改善が見られた。

５ 同一児童の経年比較

〈Ｒ６全国調査結果とＲ５県調査結果との比較 〉
観
点

事項及び領域
Ｒ６全国調査
対全国比

Ｒ５県調査
対全国比

Ｒ６-Ｒ５

知
識
・
技
能

⑴ 言葉の特徴や使い方に関
する事項 0.99 0.99 0.00

⑵ 情報の扱い方に関する事
項 0.99 0.97 +0.02

⑶ 我が国の言語文化に関す
る事項 0.97 0.92 ＋0.05

思
考
・
判
断
・
表
現

Ａ 話すこと・聞くこと 0.95 0.97 －0.02

Ｂ 書くこと 0.97 0.93 ＋0.04

Ｃ 読むこと 0.96 0.93 ＋0.03

※全国調査には目標値
が設定されていない
ため、対全国比での
比較

※対全国比
（県平均正答率÷全国平
均正答率）

※県調査の全国平均正
答率は、調査に参加
している児童生徒
（ 各 教 科 約 10 万
人）の平均正答率



6 おわりに



316 おわりに

まずは、以下の点において指導改善を図りましょう。

◆ 叙述を基に文章の内容を捉えることができるようにする。

◆ 目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関係付けたり

して、伝え合う内容を検討することができるようにする。

◆ 登場人物の相互関係や心情などについて、叙述を基に捉えた

り、描写を基に捉えたりすることができるようにする。



326 おわりに

全ての教科の授業において、指導改善を図る！

本資料で示したものは、佐賀県全体の調査結果です。各学校においても、分析を行い、児童
の実態を踏まえた指導改善を図っていきましょう。

○ 基礎的・基本的な知識・技能の定着
・既習の知識・技能を活用し、課題を解決するなどの学習活動の設定

○ 自分の考えを表現する学習活動の充実
・根拠を明らかにし、これまで学習した事柄、各教科ならではの言葉を
使って表現する学習活動の設定

・児童同士が話し合い、考えをよりよいものにしていく学習活動の設定

○ より考えを深める発問の工夫
・「なぜ」「どうして」などの理由を問う発問
・複数の読み取ったことを関連付けて考える発問


